
資料 2 健康な農村づくり活動の実態調査

（雄勝町秋の宮真木・堰の口部落健康診断を中心に）

衛生科学研究所，湯沢保健所，雄勝町，雄勝郡医師会，

I 目 的

本県においても，いわゆる健康農村建設，農村婦人の

健康等，健康な農村をつくるための活動が，各地で行な

われている。

この調査は，雄勝町秋の宮真木部落，堰の口部落が，

これまでの衛生事業の盲点になっていることから，湯沢

保健所，雄勝町より，当衛生科学研究所も参加して実態

調査をしてほしいとの依頼をうけたことより，これを契

機に，農村の健康化への道をみつけることを目的に総合

的な調査を行ない，地区診断のモデル地区として実施す

ることとなったものである。調査は． 48年5月7, 8日

に行なわれたが，実施にあたり，度重なる事前打合せを
．． 

行ない事業への具体的なつめを行なった。本県における

総合的な調査の一事例として，今後の反省資料として，

報告するものである。

夏 調査実施ま-r:の経緯

A 雄勝町秋の宮真木部落（戸数22，人口105人），堰

の口部（落戸数21,人口87名）は雄勝町から車で20分，

国道に面しており，誠に便利な地区でありながら，むし

ろ衛生問題において．保健所も町もとりのこしてきた感

じがあるとして，雄勝町より湯沢保健所に両部落の健康

づくりに協力してほしいとの申し入れがあった。 （昭47

年 8月）

B 湯沢保健所より，衛生科学研究所に協力方の依頼

があった。 （昭47年 9月）

C 衛生科学研究所はこの申し入れを受け， 48年度事

業として，予算要求を行なった。

D 第 1回衛生科学研究所内会議において，疫学調査

健康調査，環境調査の総合的実施として，各科が，一体

となって参加する案を出し，次回まで各科の意図する事

項を持ちよることになり，あわせて現地の具体的希望も

それまで得ることが提案された。 （昭48年 1月）

E 雄勝町役場における打合せ会

l 参考資料（別紙 I)

2 参加人員

a 町（町長，助役，住民課長．係長．職員2名，婦

人会長．民生委員2名）

b 保健所（所長，母子係）

c 衛研（生活科学部長）

3 この会議における町側の希望。

a 県のモデル地区として実施してほしい。

b 調査の感覚でなく，移動保健所的な感じを地元の

方に与えるような配慮が欲しい。

c 健康調査を先行し，問題が出たら，環境調査，家

系調査に入ってもらいたい。

d ききとりは，すべて会場で行ない，家庭にはなる

べく遠慮してほしい。

e 実施は， 48年5月7日から12日までの田植前にし

てほしい。

4 作業分担

a 町は部落の概況をまとめること。

b 保健所は，人口動態統計，町及び地区の連けいを

分担。

c 衛研は，健康調査の具体的な計画をたてる。 （昭

48年 1月）

F 第2回所内会議において，環境面は，環境調査の

必要の目標がたった時点で参加するとの意見が出た。一

方，役場会議における町の健康調査先行の要望もあるこ

とより， 5月の実施に際しては，成人病科，母子衛生

科，食品栄養科の共同で健康調査を行なうこととなっ

た。（昭48年2月）

G 県公衆衛生課に衛研より事業実施計画の連絡を行

なう。 （昭48年4月）

H 合同打合せ会（昭48年4月16日）

衛研，保健所，雄勝町合同の最終打合せ会を衛研会議

室で実施した。すなわち別紙会議資料により，調査目的

の確認，健診実施方法，担当スクッフ，器材の確認等の

具体的な打合せ会を行ない，それぞれの協力体制を固め

た。なお，健診案内状は雄勝町で発送することとした。

1 保健所より，雄勝郡医師会に協力方依頼に対し，

全面的に協力する旨の連絡をうけ，各科専門医（内科，

小児科，耳鼻科，眼科，皮膚科）の参加による総合健診

が計画された。 （昭48年4月） （別紙2~8)

寵調査方法

調査は次の事項について行なうこととした。すなわ
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ち，

A 地区の概況，ならびに地区の現在までの歴史的情

報を，古老より伺う。

B 保健婦訪問による，特に遺伝的素因を有すると思

われる世帯の家系調査。

c 人口動態統計，死亡票調査

D 衛生事業国民健康保険受診状況

E 健康診断

F 栄養調査

図1

なお，健康診断，栄養調査実施方法は，打合せ会資料

の別紙2のとおりである。

w
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成 績

地区の概況，及び歴史的情報

真木部落（以下真木），堰の口部落（以下堰の口）

は，雄勝町に属し，その位匿ならびに人口，世帯等は図

I,表 1に示すとおりである。
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表 1 地 区 の 概 況

｀ミ!1昭和 44年度 昭和 45年度 1昭和 46年度 昭和 47年度 1昭和 48年度

事項＼、竺竺1雄勝町1真木1堰の口1疇町1真木1堰の口雄勝町l真木1堰の口雄勝町1真木1堰の口 1雄勝町1真木1堰のロ

世帯数 3,0951 221 21J 3, 0921 221 2113, 0711 221 叫3,0631. 221 21 I 3, 0551 221 

ロI14,346| 1031 103|14, 349| 103| 103|13, 668| 103| 81113,461| 103| 83|13,200| 1061 

国保加入世帯数 12,396| 18| 16| 2, 345| 18| 16| 2,327| 18| 17| 2,318| 18| 16| 2,296| 18| 

征帯加入率| 77.4| 81.8| 76.2| 75.8| 81.8| 76.2| 75.8i 81.8| 81.0| 75.7| 81.8| 76.2| 75.2| 81.8| 76.2 

国保被保険者数 l10,3021 ,5| 86| 9,8491 ,l| 86| 9,7211 88| 66| 9, 544| 79| 67| 9,405| 73| 

:l]り入率＼ 74.7 
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生保受給世帯数「］吋 吋
員 |302| →

（紐帯） I 3.91 

医師数（一般） 1 61 

（歯科） I 41 

開業助産所数 1 。1
小学校在籍数J1. 5391 

中学校在籍数11,001| 

民生委員数I441 

保健協力組織Il| 

” 人
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また，雄勝町民生委員，加藤祐氏 (64オ）の資料によ

れば，山林を背景に真木の沢の扇状地開拓による集落と

して土着し今日に至っている。旧幕時代は，真木12軒と

いわれ，当時としては，中農（一町歩以上）の集落のよ

うである。明治以後現在までいろいろな変化を生じた。

現在の真木22戸の中， 16戸が菊地姓で，同一祖先を頂点

とする未裔は15戸で， I戸は系統が別である。外の6戸

図2

は，主に関の口から移入した住民で関の口（現在の堰の

ロ）と真木とは極めて交渉が深い。

B 家系調査

真木22戸の中，遺伝的要因の考慮が必要と思われた疾

病を有する 7世帯について，雄勝町保健婦による家系調

査を行なったが，その結果は図 2 (1234567)の
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とおりである。これらの世帯をみると，かっては，この 表2 年令階級別人口 昭47.12

地域に結核の流行があったことと，精神障害を伴なう素

＼ 年令階級 真 木堰のロ因のある家族が想定される。このことは，前記加藤氏の

資料からも裏付けられるように思われる。 ＇男 1女 1計男 1女 1計

0 ~14 I 1 51 61 叫 41 10J 14 
C 主なる人口動態統計，死亡票調査

15~19 I 21 11 31 l I 
I 昭和47年12月末の真木，堰の口の年令階級別人口は，

表2の如くである。出産年令人口，特に適令期の在住者 20~29 I 51 101 151 I I 51 6 

が少なく，出生も年間 1~2名にすぎない。昭和44年～ 30~39 I 8| 41 叫 叫 31 6 

48年の主なる人口動態統計は表3に示すとおりである。
40~49 I 61 8| 叫 31 叫 11 

また，死亡状況を昭和34年～47年の死亡票 (41,42年
50~59 I 5| 71 叫 71 91 欠）でみると，表4の如く真木13名，堰の口10名で，死

16 

因は脳出血，悪性新生物，事故が主なものである。 60~ | 61 10| 161 91 111 20 

ノロ 計 I 叫 461 931 281 461 74 

表3 年次別人口動態

ミここ昭和44年度昭和45年度

事項＼ ＼ 巴9 数 1率 数 1率

出 1雄勝 町 I 1421,.9) 166| n.4 
真木| 2|19.4| 11,.71 

:1ー： ；： ！ 12] 857.4|13],26 9 1 

真木 I 11,70.9| 11,70.9| 

亡堰の口 I 11,70.9| 1| 970.91 

乳雄勝町 1 。LJ 。LJ
骨真 木 1 。I I 。I I 

亡堰の口 1 。|- J -0| | 

昭和46年 度 一

数 1 率

可
ロ
21 24.71 

1031 753.6' 

l「
11 1234.61 

01 I 

01 I 

叶 I

昭和47年 度 一 昭 和48年度

数 1 率 1数 1 率

150| l l. 1| 151| l l.4 

11 9.7J 11 9.4 

2| 24. 1| 。1
11ロ

11 970.91 

01 I 

11 6.71 

01 I 

01 l 
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表4 死亡票調査昭和34~47年 （ 昭 和41, 42年欠）

真 木 II 堰

性 I 死亡原因 II 年令|性|死

男 1農薬中毒死（自殺） I I才1カ月 1 女 I心

男 I老 衰II 68 I 男 I蜘

男 I心臓弁膜症及び心臓性喘息 II 68 I 男 |脳

男 ！脳出血 II 61 I 女 1溺

男i胃幽門部，肝癌！I 56 I 男 I心

男 I脳 出血 II 48 I 男 1胃

男！脳溢血 II 76 I 男 I脳

男 I脳 出 血 II 62 I 男脳

女 I脳 出血 I 66 I 女 1原

女 1縦 死II 75 I 男 I心

男 I縦 隔腫瘍 II I I 

男 I脳 出血 II I I 

女 I急性心臓衰弱 II__J_J 

の ロ

年令 l
27 

86 

80 

76 

75 

65 

44 

71 

83 

66 

80 

75 

91 

亡 原因

臓衰弱

蛛膜下出血

出血，脳膜出血

死

弱

癌

衰

出血

塞栓

発性肺癌

不全

D 衛生事業，国保受診状況

衛生に関する健診業務として，結核，成人病（循環

器，胃，子宮癌）検診，ならびに寄生虫卵検査．乳児，

三才児健診等が行なわれている。

結核検診状況 （一般住民）

三 年度昭和 45年 度 昭 和 46年度昭和 47年度昭和 48年度-------・ .. -

事 項 ::~=ミ旦雄勝町1 真木 1堰の口雄勝町1 真木 1堰の口雄勝町1 真木 1堰の口 1雄勝町i真木 1堰のロ
対象者数 17, 291| 54| 55| 6, 939| 57| 54 6, 616| 54| 561 6, 5921 49| 61 

受 診者数 A | 6,852| m| 45| 5, 661| 50| 45| 5, 728| 52| 49| 6, 1661 49| 56 

診 率 91.8 

数 B | IOI 。1 。| 4 。I 。|―I 。1 。| -|。1 。

率 BIA | °・ 15I I I。.041 1 |―1 | | -| 1 

数 c I 叶。1 。| 3 01 。 | ―I 。1 。-|。1 。

率 CIA | o.07| 1 1。.05I I I ―| | | -| | 

表 5

受
一
要
治
療
要
注
意
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表6 循 環器 検診状況

ーミーー一年度 昭 和----

事 項 ～｀～」！竺：雄勝町 1真

対象者数| 5,443| 

｀度の口 1雄：町 1真 ｀ ： I雄：町i真｀：

8 

：受 診 者 数A | 3,6501 

器受診率 I 67.1 

検

叫 12| 3, 796| 34| 31| 4, 0731 42| 35 

83~92.l 

診要精検者数B | 5141 

率 BIA | 14.11 

受診 者数c| 298| 

精 I

率 CIB | 58.0| 

要治療者数D | 250| 

検 1 率 DIB | 48.6| 

81 4 492| 3| 4 叫。1 。

25.8~ 

3| 。| 298| 31 4| 273| 。1 。

37.5I I 60.6| IO0.o| 100, 0| 57. II I 

叫。1185| 2| 2| 148| 。1 。

37.5~ 

結 1要注意者数E I 391 

率 E/B I 7.61 

果 1正常者数F 1 ,1 

01 。| 1061 。1 4,51 。1 。

1 | 21.5I I 50.0| 19.9|| 

01 。| 7| 11 。| 301 。I 。

率 F/B I I.Bl I I l.4| 33. 3| |6.3| 1 

表7 胃集団検診（30才以上）

：、三｀雄：町i真｀：し：よこ：に:8木：堰：

対象者数|6, 164| 61| 55| 4,878| 38| 34| 5,038| 46| 48 

受診者 数A I 2951 141 71 4601 10I 21 4381 • sl 2 

受診率 4.2 

要精検者数B | 155| 2| l| 157| 5| 。|11917 。

;-BIA | 52.5| 14.3| 14.3|--34. 1| 50.o1 | 27.2| 20.oI 

表8 子宮癌検診

三 ニ一一度 昭和 45年度□］和 46年度 1 昭和 47年度 昭和 48年度

事 項 ～ー竺ど雄勝町1真木i堰の口雄勝町i真木i堰の口雄勝町1真木 1堰の口雄勝町1真木 1堰のロ

対象者数 I I I I I I 12,8781 381 ·34~ 

受診者数 3 

受 診率 7.9 

要精検者数B | 381 。1 。1 1 | |。1 。1 。| 11 。1 。

率 BIAI 21.8| | 1 | 1 1 | 1 | o.4| 1 

要治療者数c l 。1 。1 。1 | 1 |。1 。1 。| l| 。1 。

率 CIA| | | | | | | | | | o.4| 1 
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要注意者数D |。。I 。1
率 D/AL I I I 

I 。1 。1 。1 。1 。1 。
I I I I I J 

表9 寄生虫卵検査状況（一般住民）

ミ 昭和45年度 昭和 46年度 昭和 47年度 昭和 48年度

事 項＼＼雙～戸雄勝町 l真木 l堰の口雄勝町 l真木 1堰の口雄勝町 l真木 1堰の口雄勝町 1真木 1堰のロ

対象者数 I 4, 7541 I I 5, 7521 I I 10. 4111 921 731 10. 2301 771 71 

検査人員A I 2, 0471 I I 2, 3691 I I 5, 4721 531 311 5, 2391 561 38 

実 施率ー 43. 53.5 

錮 虫 Bl 50 
I I 381 I l 吋。1 01 叫 l | 

゜保
率 BIAI 2.41 I | 1.61 I 

I. 7 
I I 0.8, 1.81 

有
十二指腸虫 cl

゜
0| I I oi ol 0| 0| 01 ゜卵

率 CIAI I I I | I I I I I I | 者

数
そ の 他 DI 叫 I I 321 I I 叫 0| 0| 叫 叫 ゜率 DIAI l.2| 

I I 1.41 ! I l. 51 I I 0.2/ 
I 

服薬後対象者数 I 
検 査人員A'I

実 施率 I
錮 虫 B'I

L I I I 6i I I ol 0| 
保

率 B'/A'I I I I I I 7. 71 I I 
有

卵
十二指腸虫 C'I | I I | I I ゜| I ol 0| 

者
率 C'/A'I I I | I I I | I I I I 

数
その 他D'I I I I I I 71 I ol 。1

率 D'/A'I I I I I | I 9.01 | I | I 

゜
5

8

4

 

2

7

.

 

ー

26
 

0 531 1| ° 

I 381 1J 

I 71. 71 100.aJ 

表10 乳児健診状況

＼ ：一年度昭和 45年度 昭和 46年度 昭和 47 年度 昭和 48 年度

ローミロ印1真木 1堰の口1雄勝町1真木 1こ雄勝町1真 木 1堰の口雄勝町1真 木 1堰 の ロ

対 象者数 1,111 叫 。 2 

受診者数 I 6081 71 | 587 2| II 443| 71 4 583 4| 2 

受 診率 l66.7| 63.61 | 59. 1 66.7| 50.0| 5l.3| 63.6| 20.0| 63.5| 36.4| IOO.o 

異常者数 I 951 。1 | 56| 11 1| 391（顔面湿疹}| 。1 1391（顔面湿疹{|（ロート胸｝

瓜常率 I15.6| | 1,,5| 50.0 100.0 8.8| 14.3 | 23.8 25.o| 50.o 
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表11 三オ児健診状況

三 昭和47年度昭和 48年度

事項 地区雄勝町1真木i円の雄勝町i真木1:の

先天性疾息 l 01 01 I 叫 0| 
計 | 91 11 | 1~ 01 

者
異 常 者 率 I6.21 so.ol I 10.oJ 01 

対象者数1158| 2| 。| 152| 2| ° 
う歯保有者 I叫 21 I 1261 2| 

受診者数 1145| 4 | 1401 4 率 I 83.41100.01 I 90.ol 100.01 
受診率I91.8| 100.oI I 92. 1| 100.OI 

異

常

皮膚疾息 I 61 01 I 
整疾形外科患的 I o¥ 0| | 
眼科疾患 I 01 11 I 
耳鼻科疾患 I 0| 01 I 
呼吸器疾患 I 31 01 I 
精神発達 I 0| 01 I 

71 
11 
41 
l | 
11 
01 

°I 
ol 
01 
01 
0| 
01 

また，罹病状況を知る上で， 48年 5月分の国民健康保

険レセプトより．年令別疾病順位，受診状況，国保医療

費状況をみた。年令の上昇と共に疾病の種類，受診率も

高い傾向で，特記すべき事項はみられない。真木におい

て4~19オの先天異常の医療費が第1位となっている

が，脳性小児麻痺 (6オ女児）で，現在入院加療中の 1

名分の費用である。

表12 国保，年令別疾病順位（昭和48年 5月分レセプト）

心乏I_Iオ未満 I1~ 3才 I4~ 19才 I20 ~ 39才 I40 ~ 59才 I60 ~ 69才 l70才以上

1位、累謡麿殷肺炎 芦畠盆呼吸器麟蹟、閾支持1神経系の疾息 1高血圧性疾患 虚血性心疾息

真 2 I 蒻偲晶霊呵先天異常 猛讐 謁娠産l起他の肝臓の1脳血管疾患 高血圧性疾息

3 I | 毘の炎症性の疾監門募は記載の1喘息 I虚の他の耳の疾I

4 I I I I 1消化性潰湯 饂節炎及び類似I

5 I 
I 

饂の疾息蒻誓譴
I 

木 6 I I I I Iその疾の患他の循頭器I I 
7 I I I I 1高血圧性疾患 I I 

叫 I 
I肺炎 霜患謳翡1高血圧性疾患 脳血管繹 1高血圧性疾患

堰 了 I Iその疾の患他の消化器麟譴g支 持 儡 閃 嚢 皮 下 門 竺 嗜 農 贔 峰I虚血性心疾息

3 I I 1そ系のの他疾の患呼吸器I I系そのの疾他患の呼吸器I 1気気管腫支炎及び肺

の 4 I 
I 

譴支炎及び肺I
1眉認鷹畠支持I 1認の疾患疇 譴

口 5 I 
I 

芦患舟謳翡I
I I I 

6 I I I I | | I 
7 I | I I I I 
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表13 国保年令別受診状況

（昭和48年 5月分レセプト）

云ミ--i~紅耐函ー」！」門被保険者1 受診数 1 受診率
| 1 オ未満 I 1人1 1回l100.0 

- | 1 | {-| 1 ~ 3 才

真
4 ~19 才 I 1 5 | 4 I 26.7 

20~39 才 l 20 I 4 I 20.0 

40~59 才 I 18 | 7 I 38.9 

木
60~69 オ I 9 I 7 I 77.8 

70 オ以上 I 4 I 3 I 75.0 

計
I 

69 I 30 I 43.5 

堰

の

ロ

1 オ未満 l

1 ~ 3 才 I

4 ~19 才 l

20~39 才 I

40~59 才 I

60~69 才

70 才以上

計

l I o I 

。I ° | 

12 ¥ 5 I 41.7 

6 I 2 I 33.3 

23 I 7 I 30.4 

s I 3 I 60.o 

10し二」 50.0 

57 I 22 I 38.6 

表14 国保，医療費状況 （昭和48年5月分レセプト）

＼悶雄勝町 一真

嘉 疾 病 1医療費 1％疾

総数 I I13,526,5塁LJ
l 1高血圧性疾患 I 4,638,270|34.31先天異常

2 I農嚢閾歯の支持鴫|2,003.660|14.81高血圧性疾息

3 蒻農畠屈及び十二1 ,74,110| 7.21虚血性心疾患

4 |その他の損傷 1 ,47,870| 7.01神経系の疾患

木 堰 の 口

病i医療町％ 疾 病 1医療費 1%

203,5仇11 1186,』|
71,930|35.3蒻譴魏配I 76,070140.9 

24,980|12.31高血圧性疾患 l 29,820116.o 

21,200|10.4脳血管疾患 | 21, 170111.4 

14,40971嚢〗及び皮下組織の| 20,400|ll.o 

s l急性呼吸器感染 | 807,320| 6.o1脳血管疾患 I 12,88~贋讀晨贔ュウマチI 10, 420|5.6 

6 l神経系の疾患 I 677,410| 5.01その他の肝臓の疾患I 10, 75015,31気管支炎及び肺気腫I 6, 72013.6 

7 l虫垂炎 I 657,780| 4.91肺 炎 I a,020j 3.91農贔忌歯の支持組織| 6,47013,5 

8 l糖尿病 I 605,530| 4.51その他の耳疾患 I 

, 1各謬謡雰格系及i 481,4301 3.6i消化性潰瘍 I 

7, 36013,61虚血性心疾患 | 5, 55013.0 

5,6001 2.8店嵐他の呼吸器系の| 3,120| I.7 

10 1関節炎及び類□I 423,300| 3.1i虚の他の循環器の疾I 4, 760| 2.31肺炎 | 2, 97oj 1.6 

E 健康診断

昭和48年 5月6日， 7日の両日にわたり，真木，堰の

ロ両地区の健康診断を実施した。保健所，雄勝町当局の

PRもよく，在住者に対する受診状況は，真木で97,0%

堰の口97,0％で，未受診者は両地区で，それぞれ 2名，

計4名である。

雄勝郡医師会の全面的な協力により，一般内科，小児

科．耳鼻科，眼科，皮膚科および歯科それぞれの専門医

による診察を行ない，あわせて秋田大学，中央児童相談

所心理判定員による面接を全員に実施し，精神面からの

チェックを行なった。

検査事項として， 15才以上に尿検査（蛋白，糖，ウロ

ビリノーゲン），血液検査（全血比重，血色素， ABO

血液型，梅毒検査），胸部X線写真， E K Gを実施し

た。なお，乳児，幼児には先天性代謝異常スクリーニン

グとして，濾紙法によるフェニールケトン尿検査の外，

ォルトトリジン反応，イサチン反応， ミロン反応等を行

ない，アミノ酸，糖等の代謝異常の有無を行なったが全

員陰性である。

表16~26は健診結果一覧であるが，男女あわせて確定

診断の中の主なる疾病は，真木で，心筋障害 l名，糖尿

病 1名，肺気腫3名，中耳性難聴 1名，白内障 1名，レ

クリングハウゼン氏病 1名，精神発達遅滞 3名である。
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表15 年令階級別対象者数，受診状況←-9 真 木 堰の
¥ -

年令口聾立さ：在女：IIら村吃吃：在女1
I 31 21 sl 11 al 31不在塁； II 4l 11 11。| 5| 11不在男f

| ] ] ] ] :] :]不在男 211 :1 ] ] ] 1] :1 :::] 

I ] :|]:i :] ::i (;; ; ;)]:i ]:l :I ] ]〖盃魯嬰 b
I ] ] 13| ] 19¥ 15I万翻条嘉存III] ] ] 101 ] ]下］
I 521 471 541 441,06! 911 15 II 381 281 541 441 921 121----------;;; 
I 97.8%（調査時点におけーる在住者対） II 97.3%（調査時点における在住者対）

口

考

15 19 
20 29 
30 39 
40 49 
50 59 
60 
不 明

受

計
一
診 率

堰の口は心筋障害4名，梅毒 2名で，両地区の疾病の

様相がやや異なる。表30の総合診断にみる如く，継続治

療，再検査，経過観察，保健婦訪問の必要と思われる者

は，両地区において大差はない。

歯科所見では，受診者のほとんどが，むし歯を持って

おり，むし歯のない者は，両地区合せ 4名のみである。

また，血液検査時の血清で，風疹ウイルスの抗体検査

を行なったが， 15才以上の抗体保有率は，真木85.5%,
堰の口 100％である。

表16 職 業

＼｀一部 --落-
真 木 堰のロ

合計

＇ ＼性 ----
男 女 男女

事 項＼ミご＼------竺受診者ー級薮
1t1:,1:,1：：：，げ）I計 ll|:]主は:11「lo計 lt闊1:~1芯I:,5lo 計 1[ 〖 }:1:,1:,戸I 計 男 1女
1sl 2I sl al 61111 47 61 1Jwl 41 al1sl 44 41 1¥ 1¥ 313116¥ 2a 10¥ ol sl 31 a¥1al 44 75| 88 

農 業!I I I 31318I 14¥ I I叶1¥6141 1311 ! I I 2J 3¥ 91 141 I I I 1J 41 sl 101 2aJ 23 
農業手伝 II I 21 I I I 21 I I I 11 I I 111 I I I I I I I I I I I I I I 21 1 
林 業 II I I 11 11 I 21 I I I I I I II I I I I I 11 11 I I I I I I I 31 
公 務 員 II I 11 11111 41 111 I I I II I I 11 11 I I 21 I I 11 I I I 11 61 1 
会社員 II I l|l|]| 3l i | 2| l| | | 311 1| | | | 1 | | | 2| | l| | 3| 3| 6 
運転手 1| 1 1|II I !2| | I I I I I I| | | | | 1| | 1 | 1 1 1 1 | 21 
家 事 II I I I I | | | I I l|1| 3| 511 || | | 1 | | 1 | | 1 14 4 |, 
その 他 II I I II I I11 | |41 1 1| 5iI I l| | | | 1| 2| 1 | l| 2| 2| l| 6| 31 11 

:、な :ll l l l「l]| l:I口［［［口□11] Ill8l □; 
※真木｛韓茫認弩磨農悶鬼呵磨糾喜 ※堰の口｛！均翡：男2名吋磨閾悶阻男2名女3名
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表17 既往歴

賢ーこ□臼真 木 堰の

こ疇旱彎王：高血圧II I I I I 6| 6I I I I II I9| 1011 | | 1 i | 3| 31| | | 1 1| 5| 61,| 13 
、 心 臓 病IIIII I I I11 1 1 | | l| 3|4! | 1 1 1 II I l| | | | | 1| 2| 3| 2| 7 
腎臓病11 | | | 1 1 | | | | | l| 2| 311 | 1 | | | | | 1 | | 1 | II 11 | 4 
糖尿病 2 

神経痛，リュウマチ 11 1 | 1 | 2| 4 1 | 1 | 1| 81 ,11 | | | | | 5| 5I I I I I叫叶 叶 4 17 
眼科疾息 3 

耳鼻科疾 息II 11 1 | | 2| 3| l| 1 1 11 |4 41 1 1 1 1 | 1 1 1 | 1 1 | | 1 31 4 
肺疾患II I I I I 111| 1 | 1 1 l| 1| 2II 1| 1| | | 31 41 | | 1| 1 1| 2| 5| 4 
胃・十二指腸潰瘍 2 

子 宮 筋 腫 3 

：娠中毒：I ！ I 1|』]1|」III I I] 111』II」]],I 11 | i I li」」 131: 
そ の 他 1外2|2| 31 1| 3| 20| 51 | 21 4叫叶叫11 1| | | 6| 61 4 | 5| 1| 8| 8| 26| 261 47 
tょし 24 
記載なしI1I I I I 1I 1I 31 1I I I I I I 111 11 I I ! 1I I 2I 11 I I I 1I I 2I s¥ 3 

※ダプルチェック

表18 調査時受 療

繋三一」ー更王一真 木 堰 の

二□彎言彎i:51:8
高血圧II I I I 3| 3| | 1 | II I II刊11 | 1 | 3| 31 1 | | | 1 4 4叶 6
、iこヽ 臓 病 II I I I I I I I I I I I IIIII I I I I I I I I I I | 1 1 | 1 1 
糖尿病11 1 1 | 1 | | | 1 1 | II I 111 | 1 | 1 | | | | | | | | I I I I 
神経痛・リュウマチ 11 || | 11| l| 1 1 1 11|2| 3II I | 1 | | 1| II I I I ¥ ¥21 4 4 5 
慢性気管支炎 I 

胆のう炎1・1 ! I I I I I I I I I I I 11 I I I I I I I I I I I 1I 11 21 I 2 

：一尿 ： 結 ： I I I | I I I I I I I I I I I! I I I I I | I I I I I :| | ] 1| : 
変形脊椎症II I ! I 
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脳軟化症 I 

濾泡性結膜炎 II II I I I I1| | 1 1 | | | 11 | 1 1 | | | 1 1 1 | | 1 | | 1| 
皮膚病II I I I I I I I I I I I I II I I I | |1| l| | 1 1 1 | | | I 

痔 III I I I I I I I I I I I II I I I I I II 11 1 | | | | | l l 
う 歯III I I I I I I I I I I I II | 1 1 1 | 1 1 | | | | II I II I I 
キャベジン服用中 I 

病名不明 2 

；な し1斗1111 4 4叶20|II I 5| 3| 3| 8| 20II 3| l| l| 2| 3| 9| 19| 31 1 4叶叶，122| 391 42 
記 載なし110|1 4 4 21 II叫斗 l|511 4斗18IIIII I 11| 3| 51 4 1 II I I 11,| 26| 27 

※ダプルチェック

表19 主 な る 自 覚 症

し ］
真 木 堰のロ

合計

狐己叩闊立I叩霊I〗←干悶言罰 男 1女＼¥  、ヽ ミ~級-

事 項 ｀＼く受----診者数 21 sj sl 61111 32 11101 4j sj1sl 38 11 11 3131161 _ 24 ol sl 31 sl1s[ 34 561 72 
I全身倦怠 感 l3| 2| | | 5| 10| | 4| 1| 3| 6| 1411 1 | l| | 3| 41 | 1 1| 6| 6| 13| 14| 27 
2胃の不快感（もたれ） I lI I I1| 3| 5| | | | 3| 2| 511 | | 2| | l| 3| I I 11 l| 2| 4| 81 , 
3悪 心II I ll l1| 2|1 | |l|1| 2|| 1 11 || l| | l| l| | 2| 31 4 
4便 秘l21 1 1 | 3| 5| 1叫1|1| 3| 711 1 | | | | | 1 2 | 1| 4| 7| 5| 14 
5頭 痛ll| 1 1 | 3| 41叫1|4| 4| llII I I 11 | 1| 21 | 1| 2| 2| 7| 12| 6| 23 
6耳なり 11 | 1 | 3| 3| | | 1 | 1| III I I l| | 31 4 1 | l| 11 1 4 7| 3 
7めまい11 1 | | 1| ll l l l| 21 1| 41| 1 | | | | | | | 2| 2| i ll 8 
8肩 こ り 11 21 1 | 3| 5I I 1| 2| 4| 3| 1011 | | l| | 51 4| 1 11 4,| 121叶22
9のぼせ11 1 | 1 | | 1 1 | 11 | ll| | 1 1 1 | | | | 1| l| l| 3| | 4 
10不 眠1| | 1 | | | | | | 4 2| 6II I I 11 | 2| 3| | | 1 | 3| 3| 31, 
ll tこちくらみ I1| 1 11 | 2| 41 | 21 | 3| | 511 1| lI I l| 2| | | l| 1| 2| 4 4, 
12息切れ1| | | 1 1| 11 1 | l| | l| 41 | | | | | 1 | 2| l| 1| 4| l| 6 
13と・ う き II1| | | l| 4 1 | II 11 1| 311 1 | | | | | | 1 1| l| 3| 5| 2| 8 
14夜間多尿 1| 1 | | 2| 2| 1 1 1 1 4 411 | || | 21 4| 1 1 | 2| 4 4 6 
15手足の感覚異常 II I I I II1| | | |1|li 111 ||l| | 111 1 |11 | 5| 6| 21 7 
16神経痛様疼痛 11 | | l| 3| 4| | 11| 3|13| 1711 | | l| l|15| 17| | | II 4|24| 29| 21| 46 
17腹 痛ll l 11l| 2| 41 | | 1 | 2| 211| 1 | | | | | 1| 1| 2| 1| 5| 4 7 
18腰 升h|IIll11 | 3|| 2| 1| | 5| 8111 | 21| 4| 6I I l| 3| 5| 8| 171,| 25 
19その他1| 6| 2| 4115| 27| 110| l| 9|14| 3411 | | 3| 3| 31,| l| l| 5| 3|19| 29| 36| 63 

:ft |l 8| 8| 4149| 83| |24i10l40|63| 137!! 1 |16\ 、,~300
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：： 覚 載 症 な な ：I I 11 ] ] ] :I 11 ] II 11 ] ] II III 1| ] ] I 3I I II 1| ] 1:I 12 

※ダプルチェック

表 妍娠・自然流産・死産・人工妍娠中絶

て一------ •-. -事項 妍 娠 自然流産死産人工妍娠中絶

畠＼ 年階級 ＼贄;‘¥1~2回 |3~5回 I6回以上I1 回 I2回以上h1回 I2 回

真
20~29  I 10 I 6 I I I I | I 

30~39  I 4 I 2 I 2 I I I I I I 

40~49  I a I 2 I 6 I I 2 I | I 2 I I 

50~  
I 15 I 2 I 4 I 9 I I I I I 1 I 1 I 

木
計 | 37 I 12 I 12 I 9 I 3 ¥ 1 I I I 4 I I 

堰
20~29  I 5 I 2 I I I I I I I I 

30~39  I 3 I 2 I I I | I | I I 
I 

の 40~49  I 8 | I s I I 1 I I I 3 I 

50~  
I 18 | I I 6 I 10 I I 2 I 2 I I I 2 

ロ
I 34 I s I 12 I 10 I 2 I 2 I 2 I 4 I 3 計

＾ ロ

計 | 71 I I 7 I 24 I I 9 I 5 I 3 I 3 I 8 I 4 

表21 一 般 検 査（1) 血圧・尿

血圧値 尿 所 見

男 女

` i 

15~19 ’̀ I 2I 1 so.al 1I I 

冑戸I率 19I率 碕閂率ii~I 率
II 21 I 1J 50.01 11 I I I 

真 20~29 I sl 2 4o.ol 101 I | 5| I I I 91 I I I 

30~39 I sl sl 62.sl 41 21 so.a | 8I I I I I 4¥ I l l 

40 ~ 49| 6| 3| 50.01 8| 4| 50.oII 6I I I I | 8| |、I I 

木 50~ I 111 91 Bl.Bl 151 141 93.311 111 1! 9, 11 11 9, 11 151 I I I 

計 I 32/ 201 62.s¥ 381 20¥ 52.611 321 1/ 3. 1/ 2/ 6.3/ 371 。1 1。|
15~19 I 11 I 1。I I I 11 I I I 1。I I I I 

堰 20~29 I 11 I I sl I II 11 11 100.01 I | 5| | I I 

の
30~39 I 31 I I 31 I II 31 I I I I 31 I I I 

40~49 I 31 21 66.71 al 11 12.sil 31 I I I | 8| 2| 25.0| | 

ロ 50 ~ I 161 91 56.31 181 151 83.311 161 11 6.31 1I 6.31 181 I I 11 5.6 

計 I 241 11I 45.81 341 16I 47.111 241 2I 8.31 1I 、ul 341 21 s.91 1I 2.9 

合 計|1.4
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表22 検 査 所 見 （2) 胸部X線・心電図
、

胸 部 X 線 心電図所見

男 女 男 女

1馨喜 1塁烹 I率 繍 I翌1率--
隷 I翌1率 9 馨喜 I翌1率

16~19  I 21 1J 50.01 11 I II 21 I | I I | 

真 20~29  I 51 | I 91 2| 22.2II 51 | | 101 
I 

30~39  I 8| I I 41 | II 叫 | I 41 1¥ 25.0 

40~49  61 11 16.71 8| I II 61 11 16.71 叶 I 
木 50~  I 111 8| 72. 7|15| sl 33.311 111 21 18.21 151 41 26.7 

計 I 321 10! 31. 31 371 71 18,911 321 31 9.41 38i 51 13,2 

1 6~ 19  I I I | I | I II 11 | | I | 

堰 20~29  I 11 | | 5| 1! 20.011 11 I I 51 I 

の
30~39  I 叫 I | 31 I II 31 I I 31 I 

40~49  I 31 I 11 33.31 8| l| 12.5II 31 1¥ 33,31 8| 21 25.0 

ロ 50~  I 161 1¥ 43.81 181 61 33.311 161 31 18,81 181 61 33.3 

計 I 241 8| 33.3| 34| 8i _ 23. 5II 241 4 16.7| 34| 8| 23.5 

合 計 I 叫 18|-32.1| 711 15| 2i.iII56| 7|12.5[ 7-~ 13| 18.1 

表23 一般査査（3}--全血比重，血色素，梅毒反応，風疹ウイルス抗体一

口畠吟階：；＼＼、

男 女

受診全血比重血色素農毘胃受診全血比重血色素農農序門；

者数戯悶I率ばば1率 ＋l疑 者数閲芹I率ば符率 ＋l疑］9［
15~19 I 2! I I I I I I 2 11 I | I I I I 

真 20~29 I sl I I I I I 411 101 41 40.01 21 20.0! I I 7 

30~ 39 | 8| l| 12.5| 
I I I 11 8II 4 | I 11 2s.ol I I 3 

40~49 I 61 I | I I I I 6II 8| l| 12.5| 11 12.5II I 8 

木 50~ I l ll 11,. II I I I 11 911 isl 31 20.ol I I I I 12 

計 I 321 2¥ 6.3¥ 叫 I。|21 2911 381 al 21. 11 41 10.51。1。I 30 

15 ~ E [ ll | 
堰 20 ~ 29 | 11 | 

30 ~39 I 31 I 
の

40 ~ 49 | 31 | | 

口 1 50 ~ 1 16| 21 12.51 

計 |241 21 8.31 

合 計 |561 41 叫

I I I 111 。I I I 

I I I III 5| 1| 20.o| 

1 1 1 | 3II 3| 1| 33.3| 

I I I I 311 al 2¥ 25. 01 

11 6.3¥ I ¥ 16¥I 181 31 16.7¥ 

11 4.21。I I 2411 341 1¥ 20. 61 

l| l.8! 。|2| 53II 72| 15| 20.8| 

| 1 | 
m 5 

1 | | | 3 

| | II I8  

21 11.11 ii 21 18 

2| 5.9| 2| 2| 34 

6| 8.3| 2| 2| 64 

※真木 20~29才の女 1名，全血比重未検査
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表24 身

い、、事項 耳
、ヘ

部＼ ＼ 

、 、男

落＼噌級＼＼＼馨皇I誓齋I率

体 状 況（l)-耳昇咽喉一

I 昴

男

隷 1；；；感 I率
一

見
ー
女
常
り
異
あ

診
数

受
者

所

0 ~14  I 91 I I 61 I II 叫 21 20.01 61 21 33.3 

真 15~19 I 21 11 50.01 1 1 I II 21 
I I 11 I 

20~29  I 51 | | 叫 | II 51 I | 
101 I 

I 

30~39 I 81 11 12.51 41 11 2s.oll 8| 21 25.01 41 I 

40~49  I 6i | I 81 I 61 I | 8| l | 12.5 

木 50~  
I 

91 c2a1 (2~嘉I 131 (l~I Ci嘉 8| 41 50.0| 131 21 15.4 

計 I 391 c2~1 阿贔I 42¥ (l~I c2沼 391 81 20.51 421 5| 11. 9 

0 ~14  I 41 I | 61 | II 41 11 25.01 61 2¥ 33.3 

堰 15~19  I 11 (l?I c1~認1 o¥ | II 11 | I 
0| I 

I 

20~29  I 1¥ | I sl | II l l I I 51 | 

の 30~39  I 21 | I 31 11 33.311 2¥ 
I | 叫 I 

40~49  I 21 | I 
8| 11 l2. 5 1 叫 | I 

8| 
I 

ロ 50~  
I 

141 (1)1 (7.1)1 181 (l~I Ci惰II 叫 | I 181 31 16.7 

計 I 241 c2?I cs:i汀I 40| (li| （｛嘉II 241 t 4.21 401 5| 12.5 

咽喉所見

女

率 畠喜！岱臀I率

合 '+ 1 63| (4訃 (6,:il 紐I(2}| て25]ら11 631,| 14.3| 82| 10| 12.2 

※（ ）は聴力異常 ※※ダプルチェック

表25 身 体 状 況 （2}---眼・皮膚一

率

見

女

常

り異
あ

所

診

数
受
者

科眉

率

皮

男

常

り異
あ

診
数

受
者率

見

女

常

り異
あ

所

診

数
受
者

科

率

眼

男

常

り異
あ

診
数

受
者

項

＼．
級

事

＼

令

階

＼

年

‘
 

＼
 、

‘
¥
¥

＼
 

＼

＼

部

落

＼
 

0 ~14  I 71 1¥ 14.31 31 11 33.311 15 51 33.31 61 11 16.7 

真 15~19  I 21 21 100.ol 11 | II 21 21 100.01 11 I 

20~29  I 41 I I 叫 叫 30.0:J 51 I I 叫 51 50.0 

30~39  I 91 叫 33,31 叶 I Ii 
8| 41 so.ol 41 21 50.0 

40~49  I 41 1¥ 25.01 8| 21 25.01 61 l | 16.71 81 l | 12,5 

木 50~  
| 叫 81 80.0| 14 91 64,311 91 91 100.01 151 31 20.0 

計
I 

361 151 41. 71 叫 151 37. 5il 451 叫 46.71 叫 叫 27,3 

0 ~14  I 41 I | 61 21 33.311 41 31 75. o| 61 21 33.3 

堰
15~19 I l l I I | I Ii 

11 I I | I 

20~29  I 11 I | 51 11 20.011 I I | I 51 I 

30~39  I 31 I I 叫 11 33.31; | 31 I I 31 I I 33.3 
の
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0

0

 

4

5

 

一
合

ロ

I 31 (2)1 (66.7) 

| 15| 12| 80.o| 

1叫噌i 9̀I 
631 噌勺嘉I

※眼疾未受診真木男 2名，女 4名

堰の口男 3名

49 

計

計

sl 11 12.5 

171 81 47,ilii 

391 131 33,3:: 

791 281 35. 4[1 

※※ダブルチェック

31 11 33.31 

151 41 26. 7! 

27i 81 29.61 

721 291 40.3 

※※※（ ）色神異常

―

―

―

 

7

8

9

3

 

1

3

8

 

―

―

―

 

一

2

2

7

9

 

ー

28.6 

II.I 

17.9 

22,9 

表26 身 体 状 況 (3}---歯一

2

1

 

男

常

り
異
あ

6

2

5

8

 

診
数

受
者

項

＼

1
4
1
9
2
9

ヽ

級

～

～

～

事

＼

令

階年

0

5

01

2

 

＼
 

＼
 

＼
 

い

＼

部

落

真

歯 及び 口腔 疾患

女

受診異常
者数あり

33.3LLJ 
I 11 I 

20.o: 10l,  1 

率 率

6

1

0

 
ー

女

り
ぁ

一
6

1

0

 

診

数

ー

受
者

0

0

0

5

 

.

.

.
 

・
 

0

0

0

7

 

率

1
0
1
0
1
0
8

1

2

5

7

 

ぅ

男

り

ーぁ

1

2

5

8

 

診
数
ー

受
者

＇ 

ー

歯

率

100.0 

100.0 

100,0 

30~39  I 

40~49  I 61 I I 
8| 1 | 12.s! | 6 4! | 66.71 8 8| 100.o 

木 50~  
| 101 21 20.oj 12 

I I 91 91 100.01 12 叫 100.0

計
I 

371 51 13,51 381 21 5 31 I 叫 381 92. 7| 叫 411 100.0 • I 

0 ~14  I 41 I I 61 1 16. 7 41 4 100.oj 7 71 100,0 

堰 15~19 I 1 | l I 100.01 
I I II l l 11 100.0 

I I 

20~29  I I I 1¥ 100.0¥ 51 21 40.0II 11 11 100.01 5| 51 100.0 

の 30~39  I 2¥ 2¥ 100.oj 叫 31 100.01 2[ 11 50.0| 31 叫 100.0

40~49  I 2¥ I I 
8| 41 50.0II 31 叫 100.oj 8| a¥ 100.0 

ロ so~  
I 叫 91 64.31 181 91 50.0II 叫 14 100.01 181 181 100.0 

計
I 

241 叫 54.21 叫 191 47. 5II 251 241 96.01 叫 叫 100.o

合 I叫
※歯の色素異常なし

計 181 29,51 781 叫 26.91 661 621 93立し□821 100.o 

F 栄 養 調 査

栄養摂取量

真木部落男20名，堰の口部落男19名についての栄養摂

取量を表27tこ示した。

真木対象者の平均年令は45才，堰の口は50才である。

これを，厚生省が示した日本人の栄養所要盤40代， 50代

と比較してみる。

所要誡の熱盤は40代 2,300Cal, 50代 2.200Cal。たん

白質両代とも70'I,脂肪は熱景の20％として約50'1,ヵ

ルシウム600mg,鉄IOng， ビタミンA 2,000 I.U., ビク

ミンBll.0mg， ピタミ ‘YB,40代1.2mg, 50代 l.lmg, ビ

タミンC€/J mgと比べ両部落とも摂取量の多い栄養素は熱

尉たん白質，カルシウム，鉄．ビタミ‘/B2とCであ

る。とくに，真木の熱量，たん白質，鉄が顕著である。

所要景に比べ，とくに不足しているものはビタミンA

であるが，調理による損失を考慮すれば各ビタミンとも

摂取増が望ましい。 ＇ 

次に，両部落を比較すれば，全栄養素とも真木の擬取

鼠が多く，熱巌，たん白質，糖質，食塩，カリウムが顕

著である。
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表27 栄養摂取量（1人1日当たりM土S.D.)

□ 1真男木二I：言
純摂 取 量 ， 12,300土 685|1,859土 歪

熱 量CalI2,754土 77512,229土 473

たん白質， 1102.2土 24.5|82.8土 15.5

動た ん， 151.6土 17.9144.0土 11.6

脂肪， 145.6土 939.8土 16.1

動 脂 9 | 27.7土 14.8|23.8土 15.6

糖質'I1456.2 土 129.7~土 66.9

カ ルシウム mg| 700土 292| 613土 379

リン mg11,480土 36011,237土 248

鉄 mg|21.8土 7.4117.3土 4.6

ビクミンA 1.u. Il,636土 ~1,498土 I, 451 
~ mg I o. 98土 0,3710,84土 O.30

11 B, mg 11.42土 0,3811.12土 O.33

---;;-.. C. mg I 87土 sol 75土 46

＊食塩， I21,9土 5,7117. 7土 4.8

＊カリウム m9|2, 195土 53711,663土 409

＊分析値

2 栄養比率

栄養比率を表28に示した。動たん比の所要量40％に比

ベ両部落とも高率を示している。動脂比についても秋田

県の他の調査成績に比べ高率を示している。たん白 Cal

比は両部落とも同値で望ましい比率である，脂肪 Cal比

表28 栄養比率(I人1日当たりM土s.n.)% 

二：：口I堰□，
動たん比 I48土 12| 53土 9

動脂比 I62土 16| 59土 22

たん白 Cal 比 l15土 3 | 15土 3

脂肪 Cal 比 l15土 6 | 16土 6

糖質 Cal 比 I66土 6 I 59土 8

穀類 Cal 比 I59土 13| 51土 10

アルコール Cal 比 I 4土 5-1 ，土 11

の所要量は20％で下回っている。

両部落栄養比率の特徴とも言えることは，真木が糖質

および米などの穀類で熱量を占める率が高く，堰の口が

アルコールよりの熱量比率が高いことである。

3 食品群別摂取量

食品群別摂取量を表291こ示した。昭和45年厚生省発表

の食糧構成基準に比べ，とくに，摂取量の多い食品群は

真木の穀類である。とくに摂取量の少ないものは，油脂

類．乳類で緑黄色野菜も不足しており，これらが，ビク

ミンAを少なくし，また．脂肪Cal比を低くしている。

両部落を比較してみると種実類（ビーナッツなど）酒

類を除いた各食品群とも真木の摂取量が多く，穀類，菓

子類，果実類，魚類，乳類がとくに上回っている。堰の

ロの酒類摂取量が真木の2.2倍であり．これらが栄養比

率に関与をしているものと考えられる。使用食品数も真

木が多い結果である。

表29 食品群別摂取量（1人1日当たりM土S.D.)

こ下琴ご穀 I総量l466土 120| 336土 70

米類 1419土 120| 323土 79

小 麦 類 I47土 741 13土 44

類 Iその他の穀類 1 。土 ° 1 。土 O 

いも類 I48土 69|43土 57

砂糖類|3土 12I 2土 4

菓子類|80土 75| 46土 55

油脂類I4土 71 3土 6

種 実 類 1 。土 O1 ，土 22

大豆及び大豆製品 I78土 531 56土 38

その他の豆類| 2土 91 0土 O

緑黄色野菜 |56土 61I 48土 55

その他野菜茸類 I252土4216土 140

＊つけもの I79土 86| 64土 57

果実類 I105土 130| 61土 92

海草類 I 12土 211 ，土 IO

魚 1生 物 |93土 781 72土 75

介 乾物その他 I60土 571 51土 44
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獣 鳥 鯨 肉 50 

卵 38 

生 72 

乳 製 3土 7
 

調 味 嗜 好

ない。このことは，両部落とも栄養所要量をかなり上回

っているものとも思われる。

高血圧出現頻度は調査時点のものであり，検討するに

難点もあると思われるが，高血圧出現頻度の高い真木に

糖質 Cal比が高く，食塩摂取量が多い。食品総摂取量

多い→食塩多摂取，過剰熱量→肥満→高血圧のパクーン

として，さらに検討を加えたい。
＊ 酒

＊み

用植

食品数動

＊再掲

使 物

物

類|51 土ー 52| 52土

類 Iro土 491 58土

乳 I54土 81I 36土

品 I 5土 151

品 1257土 3251346土 301

cm£) I 135土 2201309土 307

そいこ 41 土

性 I16土可
性| 5土 2| 

15土

2
1
-

―4
 

4土

以上，隣接した 2部落間に，栄養摂取，食生活の面で

かなりの差がみられることが，今後食生活改善をすすめ

るうえでひとつの課題として考えられる。

2
 

4
 

生体と栄養摂取の関連

普段の食事をするよう，とくに指導を行なった単日の

栄養調査であるが，生体側の情報との関連をみてみる。

栄養調査対象者の平均体重増減率は

真木……＋16.0% 堰の口•…••十9.2%

全血比重

真木……1,056

へモグロビン (9/“)

真木…•••14.2 堰の口…•••14.4

高血圧出現頻度 (WHO基準140/90以上の者）

真木……50% 堰の口•…••35%

体重増減率は，真木が肥満I度を示しており，堰のロ

が正常範囲内である。このことは，真木の熱量が穀類，

その他糖質の摂取量が多いことから堰の口，所要量より

約 500Calも多いことがひとつの要因とも考えられる。

たん白質，鉄など栄養状態の指標として，全血比重，

へモグロビンの平均値をみると，両部落とも差はみられ

堰の口…•••1,056

以上，真木，堰の口両部落の健康な村づくり運動とし

て，衛生科学研究所，湯沢保健所，雄勝町，雄勝郡医師

会，地元民生委員，婦人会等の連けいを持ちつつ，健康

診断を中心に調査を実施したが，本県ではじめての例と

して，その動機から打合せの経過，および調査成績の概

略をのぺた。

人口動態統計，衛生事業，国民健康保険受診状況等の

資料からは特記すべきことはみられなかった。

健康診断の全般的傾向として．総合診断として各分野

の継続治療，再検査，経過観察等の上では両地区に大差

はみられない。しかし，例数は少ないが，確定診断の様

相は異なり，真木において，健診，訪問により， 22戸の

中， 4世帯の家族の中に遺伝性疾患を有すると思われる

者がみられ， 3世帯に脳性麻痺様の家族のいることが判

明したことは注目しなければならない。このことに関し

ては，血縁関係の要因が十分に考えられ，雄勝町民生委

員，加藤氏の資料でも裏づけられる。狭い土地柄だけに

目立つことであり，地域保健の上から遺伝相談等によ

り，根本的に解決して行かねばならない。

また．結核患者は．現在いないが，かつては侵入のあ

表30 総 合 診 断

琴こ一部落 真 木 堰 の ロ
合計、------

＼ ―-一性 男 女 男 女

見鳳言り計

ol 汀30 40 I 50 I 訊i：~：汀I5り計 10l 41I 111l 5 9 霊I:[『|計 男 1女年令階級
ItI ぶふ l 計

一＼項 著--数15| 2| 5| 8I伽I47 611J10I 41年I44 41 11 11 3131161 28 1010 5| 3| 8|18| 44 751 88 事・

ィ（現在の、も己念し） 1121 1¥ 31 4131 11 241 sl 11 61 21 41 21 2011 21 I 11 31 11 21 91 71 I sl 11 31 11 171 331 37 
----

ロー 1（継続治療） II I I I I叶

診） 1 1111 11|l|51 

ロー3 （経過観察） I2I I I 2I 2121 

問 11 |21lI Il| 

※ダブルチェック ロー1.2. 3 

ロー2 （再 検

要 訪

1
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1
2
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―

―
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5
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I

 

叶

51-61「
I

ー

5| l| | | ]]叶
al I I I 112位1

71 21 I I 11 11 21 

11 I I I I I 11 
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ったこと，高令者の梅毒反応陽性又は疑いの所見や，風

疹ウイルス抗体陽性率等より感染の機会のあったことが

想定される。

栄養調査においても両地区に大差はみられないが，真

木の方がややバランスがよい傾向を示した。

一方，健康な農村づくりの計画，実施のあり方につい

ては，さらに一考を要することが反省される。健康農村

活動に関しては，昭和31年から 5ヵ年計画で行なわれた
I) 

埼玉県千代田村健康農村調査が，その代表的なものであ

る。その内容はあくまで，単に住民の健康状態や，保健

衛生に関する現状を把握するだけでなく，地域の社会構

造，経済，住民の欲求なども知った上で，具体的な活動

を行ない村ぐるみの自主的活動をうながしている。今回

の真木，堰の口においては，アブローチの第一歩として

健診に終ったが，これを基礎に住民の自発的姿にまで，も

り立てて行くことが望まれる。本県で行なわれている県

民皆健診の具体的な実践のあり方として，ささやかな事

例ではあるが二三反省をのべてみたい。

l)今回の真木，堰の口の健康な村づくり活動の中，

健診事業を先行させたが，結果的には成功であったと思

われる。その原動力は，雄勝町当局が，両地区への働き

かけの必要を認め，自発的に保健所へ要請の形となった

ことである。しかしながら地区住民の認識から行なわれ

るのがより理想であることは論をまたない。行政サイド

の保健衛生活動は常に住民のこの点への働きかけが最も

大切である。今回も，住民の協力は十分に得られながら

も，根本問題にふれることなく終ったが，この健診を基

盤に，農村健康化への具体的方法の探求と，住民の意欲

をよりもり立てる方向に進めていきたいものと思う。

2)事前打合せは十分に行なわれたが，雄勝郡医師会

の当初からの参加依頼をしなかったことは誠に残念なこ

とである。

1日の健診スタッフは，衛生科学研究所，湯沢保健所

，雄勝町．雄勝郡医師会合わせて30名であり，この直接

担当者以外に， PR,誘導等，かげの力の役湯職員，民

生委員，婦人会の方々の協力により行なうことが出来た

ことは，十分に認識しなければならない。

3)健診結果は，当日終了後ただちに，参加スタッフ

全員で，各自分担所見を別紙 7を用いて，個人別に記入

し，役場より通知した。後日に判明する検査所見等で，

当日の判定にくいちがいの出た場合と，特に詳細な説明

の必要な方々には，保健婦訪問で結果を伝達したこと

は，今回の健診事業の中で最もよろこばれたことであ

る。

4)事後管理システムが明確でなく，息者と医療機

関，行政サイド（主に保健婦）の連けいは，計画の段階

で十分話合いが必要と思われる。幸い雄勝郡医師会で

は，斉藤会長はじめ，各科の専門医が直接参加が行なわ

れたので自然に連けいが出来ているが，一般健診業務の

あり方として，重要な問題であり，今後の課題である。

参考文献

l)千代田地区健康農村評価委員会：健康農村活動の評

価， 1960

2)山本幹夫：地域保健のすすめ方（第20回日本公衆衛

生学会特別講演） 1963

3)秋田県湯沢保健所：業務概要， 1971
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別紙 l

参考資料 健康な農村づくり活動の実態調査（案）

（雄勝町，秋の宮，真木部落，堰の口部落）

I. 目的

本県においても，いわゆる健康農村建設，あるいは農村婦人の健康等，健康な農村をつくるための活動が各地で

行なわれており，昭和46年よりは県民皆健診の計画が着々と進められている。

このような中で，農山村の健康化への具体的な道をみつけることを目的に，部落単位の総合的な実態調査を行な

ぃ，地区診断のアプローチヘのパターンを究明するものである。

2. 調査対象

a)雄勝町，秋の宮，真木部落，戸数22, 人口 103名

b)雄勝町，秋の宮，堰の口部落，戸数21,人口87名

この二つの部落は，戸数，人口，共にモデル地区として，理想的であり，地理的にも国道に面し，中央に小学校

があり，健診会場としても便利なところにある。なお地元，雄勝町．湯沢保健所の協力体制もととのっている。

3.方法

疫学調査，健康調査，環境調査を中心に各々次の事項を行なう。

A 疫学調査

1)真木部落，堰の口部落の概況（含町村合併前）

a)一般的な事項

地勢面積，産業，教育，年中行事，宗教，生活様式，迷信等。

b)衛生に関係の深い事項

予算，地域団体（衛生に関する）衛生活動（例，成人病，結核健診，母子健康相談，寄生虫予防，家族計

画，医療機関，保健婦，助産婦等）

2)回顧的要因調査

a)人口動態統計調査

出生．死亡，死因（疾病），婚姻，乳児死亡，新生児死亡，死産，周産期死亡，等

b)受診状況調査

診療報酬明細書，病院，診療所診療録。

C)健康診断記録

住民検診，学校保健記録，結核届出者数，成人病（循環器，胃，糖尿病，その他）寄生虫検査，母子保健，

（妊産婦，乳幼児，三才児健診）．先天異常児（者）

d)健康調査，環境調査を含む総括的疫学分析

イ）宿主側の要因

栄養摂取状況，素因（遺伝性疾息），既往疾患，保健指導状況

ロ）病因側の要因

生物学的（食品，伝染病流行状況，寄生虫等）物理的（地質等）化学的（飯料水，温泉等）精神的要因

ハ）環境側の要因

自然環境（気象，気候，地理的分布，地位，地形，食物としての動植物等）

社会的環境（産業，職業，労働条件，医療文化水準，在住期間，近親結婚，在職期間，災害，住居条件，

人口密度，移動等）

B 健康診断（一次検査）

問診（既往歴，現病，家族歴．妊娠，出産歴，自覚症状．発育状況等）

視診（一般状態，貧血，皮膚．骨，筋肉等）

聴診（心音，不整脈等）

腹部（肝腫大，牌腫大，腎腫大，等）

神経学的所見（反射，病的反射．知覚異常，圧痛，等）

身体計測（身長，体重，胸囲，頭囲）
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血圧測定

尿（蛋白，糖，ウロビリノーゲ‘ノ）

血液（全血比重，血色素量，血糖，血液型，ワッセルマン反応）

胸部X線写真

その他（眼科，耳鼻科，皮膚科，神経科，歯科所見）

心理（健康に対する意識調査も含む） IQ

なお必要に応じ，二次検査（精密）

尿（血球，糖定量），乳児，先天性代謝異常のスクリーニング

血液（赤血球，白血球，血糖，ヘマトクリット，色素指数，血清アルカリフォスファターゼ，血清無機燐，血

清カルシュウム）

肝機能

糞便検査

染色体検査

心理検査

c環境調査

a)水質検在（生物学的検査，化学的検査）

公共河川 飲料水（井戸） かんがい用水

b)土壌検査

公共用河川底質分析農業土壌分析（表層部，深層部）

C)生物検査

食物調査，産米農作物，肉，卵，牛乳等動物製品調査，植物成育調査

d)労働環境（作業内容，疲労度）

e)自然環境

4, 調査実施機関，実施時期

湯沢保健所

雄勝町

衛生科学研究所

48年 5月7日～12日（月～土）

5, 対策，その他

§ 48年度調査結果健康阻害の要因が（ある程度）具体的に出た場合→解決への方向

§具体的要因の得られない場合は， 49年度継続とし，精密調査を実施の予定
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別紙2

「健康な農村づくり活動の実態調査」

実施についての打合せ会

l．期 日 昭和48年4月16日（月）午前10時～午後 3時

2. 場 所 衛生科学研究所 参加者 20名

3. 開 ム云

衛 研 次 長 奥 山 武

4. あいさつ

衛 研 所 長 児 島 ＝ 郎

湯沢保健所 所 長 藤 井 十二郎

雄勝町 住民福祉課長 佐 藤 吉之助

5. 話合い

進 行 生活科学部長 伊 藤 玲 子

1)経 過

2)実施要領

3)健診手順ならびに人員配置

4)健診器材について

5)案内状について（地元打合せ会を含む）

6)カルテについて

6. 閉 ムコ

次 長 奥 山 武
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別紙3

健康な農村づくり活動の実態調査実施要領

I. 目的

本県においても，いわゆる健康農村建設，あるいは，農村婦人の健康等，健康な農村をつくるための活

動が各地で行なわれており，昭和46年よりは県民皆健診の計画が着々と進められている。

このような中で農山村の健康化への具体的な道を見つけることを目的に，町村部落単位の総合的な実態

調査を行ない，地区診断のアプローチヘのパクーンを究明するものである。

2. 調査実施機関

湯沢保健所

雄勝町

衛生科学研究所

雄勝郡医師会（協力）

3. 調査対象

a)雄勝町秋の宮真木部落 戸数22(103人）

b)雄勝町秋の宮堰の口部落戸数21(87人）

4. 調査実施時期，場所

昭和48年 5月8日～ 9日

秋の宮小学校

5. 調査方法

疫学調査，健康調査を行ない，その結果に基づき，必要に応じ環境調査を，他の時期に行うものとす

る。

A 疫学調査

1)真木部落，堰の口部落IJ)概況

a)一般的な事項

地勢，面積，産業，教育，年中行事，宗教，生活様式，迷信等。

b)衛生に関係の深い事項

予算，衛生に関する地域団体，衛生活動（例，成人病， 結核，母子，寄生虫，家族計画）医療機

関，保健婦，助産婦等。

2)既存資料による調査

a)人口動態，統計調査

出生，死亡，死因（疾病），婚姻，乳児死亡，新生児死亡，死産，周産期死亡等。

b)受診状況調査

診療報酬明細書，病院，診療所診療録。

C)健康診断記録

住民検診，学校保健記録，結核届出者数．成人病，寄生虫検査，母子保健，先天異常児（者）等。

B 健康調査

両地区の住民全員に対し，下記により健康診断を実施する。

1)一次健診

問診（既往歴，現病，家族歴，妊娠，出産歴，自覚症状，発育状況等）

視診（一般状態，貧血，皮膚，骨，筋肉等）

聴診（心音，不整脈等）

腹部（肝腫大，牌腫大，腎腫大等）

神経学的所見（反射，病的反射，知覚異常，圧痛等）

身体計測（身長，体重，胸囲，頭囲）視力，色神
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血圧測定

心電図，胸部X線写真

尿（蛋白，糖，ウロビリノーゲン）

血液（全血比重，血色素量，血液型，血糖，ワ氏反応）

その他（眼科，耳鼻科，神経科，皮膚科，歯科所見）

心理， IQ（健康に対する意識調査も含む）

※乳児に対し，先天性代謝異常のスクリーニング

2)二次健診（昭和49年度実施予定）

必要に応じ，二次検査を行なう。

尿（血球，糖定量，蛋白定鐵）

血液（赤血球，白血球，血糖，ヘマトクリット，色素指数，血清アルカリフォスファターゼ，血清無

機燐，血清カルシウム等）

肝機能検査

糞便検査

心理検査

染色体検査

3)栄蓑調査

下記により，栄養調査を，健康診断に合わせて行なう。

a)対象

両地区，各世帯の30~59才の男子 1名あて

b)調査内容及び方法

栄旋摂取巌（食事買上方式，健診前日 1日分）

食品群別摂取鼠（食事買上方式，健診前日 1日分）

ミネラル分析（食事買上方式，健診前日 1日分）

6. 調査実施手順

a)衛生科学研究所内打合会 3月24日（土）

b)湯沢保健所，雄勝町，衛生科学研究所打合会（調査分担，その他） 4月16日

C)真木，堰の口部落に対する依頼ならびに説明会 4月末

7. その他

疫学調査および健康凋査（一次）の結果により必要に応じ， 10月頃環境調査を行なう。

なお，具体的要因の得られない場合は， 49年度継続とし，二次健診を実施の予定。
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別紙4

健診手順ならびに 人 員 配 置

A 調 査 地 雄勝町，秋の宮，真木部落，堰の口部落

B 対 象 真木 22戸 105名 堰の口 21戸 87名（部落全員）

c実施月日 48年 5 月 8 日•…••真木部落

5月9日……堰の口部落

D 実 施 湯 所 秋の宮小学校

E 健診要領

： 技師 保健婦
助産婦 助手医師

保健所 1衛研 裔生畜I保健所I町

1受 付 台帳照合，食事受付l I I 13（役場）

尿コップ配布（検尿） 1 I I l I I I 
2問 診 | I I 2 2 I I 
3血 圧 I I I I I I 1 I 
4採 血 1採 血 1 | | I I l I I I 

I比重測定I I I I I ¥ 
へモグ ロビ、ノ 2 I I I I l 

血 液 型l I I I I | | I J 
5心電図 I 1 I I | I 

6 レントゲン写真 | I I I I I | I I 

7計 測l身長・体重・胸囲・頭囲 1 | I 
1＼ J-1 

I |)-l-
色神・ 視 力 1 I I I 

8診 察 内 科 I I I I I 

I神 経 科 I I I I | I I 1 

眼 科I I I I I | I l 

I耳 鼻 科II I | | I l 

I皮 膚 科I I I I I | I I I 

l歯 科l1 I I | I I I 

I小 児 科II I I I I I I 

9心理判定 秋田大学 2 児童相談所 l
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別紙 5

雄勝町健康調査用具

検査項目 機 材 必 要 数 1 消 耗 品 I必要数

1. 診 察i用 具 電 燈 I 21個 人 票 I
ハ ン マ ー 1 2 | | 

I 舌 圧 子 1

I：←i 

| 
I コ ツ ブI

2.身体計測 1身 長 計i大人用 I,小児用 II | 
I体 重 計 大人用 I,小児用 1 I 
Iメ ジ ヤ -I 21 I 

3.血圧測定 I血 圧 it I大人用 2, 小児用 21

I聴 診 器 I 41 

4.心電図検査 l心 電 計 I 2 l検 査 用 紙 I
5.胸部X線検査 Iレントゲン装置 I 1 I四ツ切フィルム 1 200枚

6.尿検査 I | Iウリスチックス 1

I Iウロビリノーゲン試薬 I
I I尿 コ ツ ブI 200 

I | l中 試 験 管 I 200 

7・ 血 液検査 I（採 血 用 具） 1 15 cc 注射筒， 叫 200 

I c比 重 測 定） 1 I小 試 験 管 Iワ氏用 200 

I（比 重 測 定） 1 I全血比重測定硫酸銅 I 2セット

I血液型検査ホールグラス 1 12枚i診 断 用 血 清 I 3セット

| |ヵ ッ 卜 針 I 2箱

I I竹 棒 I 500本

I Iガ ゼl l反

I | Iアルコール（消毒用） 1 2本

I I I綿 I 
一・

Iヘモグロビノメークー 1 I I I 
I （ザーリ氏血色素検査） 41 

8・先障天害代診断謝 I I Iウリテスト S （第一製薬） 1 3セット

I 診断用濾紙(Na.IS) I 
9.栄養調査
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別紙6-l

世帯Na 健康な農村づくり活動の実態調査個人票 昭和 年 月 日実施

男 明

氏名 女
大 年 月 日生 満 才 月

昭

世帯 主 続柄 世帯人員 名

現 住 所 現居住住期所間 通算 年間

出生地 1現住所と同 2県内（ ) 3他県（ ) 4不明 主な家業

職 業 1．本人の現職 2．現職の従事期間 年 ヵ月 3．最も長く従事した仕事

家 健 オ 健 オ 兄 順位 1 2 3 4 5 6 7 
実 実

， 
病気（ ） 病気（ ） 第 性

族 死亡 才 死亡 才
姉

健

父 死因（ ） 母
死因（ ） 

妹
病

歴 不明 不明 死

既 1．高血圧 才 6．骨関節疾患 才 11．外傷 オ（ ） 

i 
なし•あり

2．心臓病 才 7．眼科疾患 才

往 3．腎臓病 才 8．耳鼻科疾患 才 病名

4．糖尿病 才 9． 肺 疾 患 才
場所歴 5．神経痛リウマチ 才 10． そ の 他 才

" 25オ頃： 毎日 合・ 日に1回位・のまない 多くのむ順位

嗜 酒

＇ 
現在： 毎日 合・ 日に1回位・のまない

日本酒 ピRール ウィス そ（の他） 酒の種類
キー

焼酎

好
(2人以上で飲む機会）1ヵ月に 回

た 25オ頃： 1日平均 本位吸った・吸わない
1ヵ月の消費量

升
本．を．．．．．．．本． 

升
1ざ 現在： 1日平均 本位吸う・吸わない 酒の肴について 多くたぺる方 ・ 普通 • あまりたぺない

食
> 塩辛 い味 ：好き・普通・きらい 主にたぺるもの 魚・肉・卵・豆腐・野菜・つけもの・つまみ類

生 甘いもの：好き・普通・きらい 飲酒後・ごはんを 必ずたぺる・たぺたりたぺなかったり・食ぺない

活 り
1日． にご飯は 杯位・味噌汁は 杯位・魚は 日に 回．・肉は 日に 回・卵は 日に 回

油は 日に 回・牛乳は 日に 本•お菓子は 日に 回・果物は 日に 回・漬物は 日に 回

症 状 持続期間 症 状 持続期間 症 状 持続期間

c 区 分 なし あり 時々 いつも N 区 分 なし あり 時々 いつも D 区 分 なし あり 時々 いつも

1全身倦怠感 1頭 痛 1味の変化

2つかれやすい 2耳 な り 2鼻・咽頭乾燥感

3体重減少 3め ま し、 3のどのいらいら
自 4貪慾不振 4肩 こ り 4鼻 汁

5口 渇 5の ぽ せ 5鼻づ~まり

6よ だ れ 6不 眠 6嗅覚異常

7胃の不快息（もたれ） 7たちくらみ 7筋肉のけいれん

覚
8悪 心 8息 切 れ 8関 節 痛

9嘔 吐 9ど う き 9神 経 痛

10下 痢 10前胸部痛 10上下肢痛

11便 秘 11胸部絞拒感 11胸 痛

12せ き 12脈の乱れ 12腹 痛

症 13た ん 13夜間呼暖因難 13腰 痛

14おちつかない 14む ＜ み 14 

15 15夜間多尿 15 

16 16言葉のもつれ 16 

17 17手足の感覚異常 17 

18 18遅動の異常 18 

i 妊娠回数 1回 出生 数 回 I流 産 回 I死 産 回 1

中絶回数 1回 月 経 l．順 2．不順 3．なし 4．妊娠中 Iなしの場合閉経 オ I

備

考
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世帯No.
氏名

計 測

身長 om 

体重 勾

胸囲 om 

頭囲 om 

肥満度 ％ 

肝 機 能

精

I.Q. 

服 視 力

耳鼻 聴 力

咽喉 鼻・咽喉・

皮膚 正・異（

身 歯 う 歯

脊柱 正・異（

胸部所見

体

男 明

女 大 年 月 日生 満 才 月
正

般 検 査

血 圧 尿 血 液

------
蛋 白 —+ + 血液型 型 Rh -•十

糖 —+ * 全血比重

----- ウロピリノーゲン —+ 血 色 素

血 糖

----- 先・代・異常スクリーニング 呵／“

ワ氏反応 ー・十

特 殊 検 査

肺・骨 •X線 尿 血 液

闘
尿沈溢 赤血球 万！その他

白血球 ： 
蛋白定量 ヘマトクリット ！ 

糖定量
血清アルカリ i 
フオスフアターゼ ： 

血清無機燐 ！ 
血清カルシウム i 

神 発 達 精神医学的所見

左（ ）右（ ) I色神 I正・異（ ) I服疾 I
正・異（ 叶耳疾I
正・異（扁桃肥大・アデノイド・上顎洞炎・ ） 

） 

本（処置 本） 1 歯の色素異常 I なし•あり I 口腔疾患 I なし•あり • I そ磁の異常 I なし•あり
) | n鯖 廓I正・異（ ） 

腹部所見 反射 知覚 圧痛

> 羹只般
心雑音＋ー状

内

科 特記事項•その他
況

所

見
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健康診断結果のおしらせ

殿 オ 地区

今日の健診の結果あなたは

イ 特別心配なことはありません。

ロ 次のことについて

1. つづけて治療をうけて下さい。

2. もう一度検査をうけて下さい。

3. 日， 月，間様子をみてそのあと医師に相談して下さい。

＼

）

 

検査結果

1. 身長 cm 体重 kg 胸囲 cm 

2. 血圧

3. 血液型 型

4. 尿 蛋白（ ） 糖（ ） ウロビリノーゲ‘ノ（ ） 

5. 心電図 異常なし あり（ ） 

6. 診察結果異常なし あり

（ ） 

※ 以上の外に，なお注意することがあとでわかりました時は追ってご連絡申し上げます。
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昭和 48年 4 月 28日

殿

雄勝町長 金 沢 此 助

総合健康診断について（お願い）

雄勝町に於ては，昭和48年度において県民皆検診のもとに， 健康な町づくりの推進のため秋田県衛生科学

研究所，保健所の指導のもとに，秋の宮地区の真木部落，堰の口部落をモデル部落として， 部落民全員の健

康診断を実施することになりました。

就ては，この部落から，あなたのところに，勤務，就学しておられる， 次の方々をぜひ検診に参加させて

下さるように，特段のお願い申しあげます。

期 日 5月 ,

・

,

 

日

日

記

真木部落の方

壊の口部落の方

場所 秋の宮小学校

◎ 当日午後 1時30分頃，役場の車でお迎えに行きます。
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昭和 48年 4月 27 日

真木，堰ノロ住 民各位

雄勝町役場 住民福祉課

総 合 健 康 診 査 のお知らせ

新緑の候，みなさまには益々御清勝のことと存じ，お慶び申し上げます。

さて，県では秋田県民の健康を守る県民皆検診事業を推進し実施しております。 この度，当町では県より

部落単位のモデル地区に指定を受け， 農村の健康を守り明るい豊かな農村づくりの一環として住民の健康管

理に力を入れることになり，目下総力をあげて準備しております。

この健康診査は，県衛生科学研究所ならびに保健所の協力により， これまでほとんど健康診断の行なわれ

なかった地区を優先的に行なうことになり貴部落が，その該当地区になりました。

下記により部落全員の健康診断を行ないますので， 万障おくり合わせの上ご参加下さるようお願いしま

す。

。実施月日

。場所

0時間

0 健診内容

昭和48年 5月8日（真木部落）

9日（堰ノロ部落）

秋 の宮小学校

午前 9時30分～午後 3時

1. 問 診

記

2. 診 察（内科，眼科．皮膚科，小児科，耳鼻科，歯科）

3. 身体計測

4, 血圧測定

5. 心電図検査

6, 胸部 X線写真

7. 尿 検 査

8. 血液検査

9. 心理検査

10, 栄旋調査
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